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虚空を喜劇する

かねてより柄本明氏とは、一度仕事をしたいと考えていた。

故・三木のり平氏と仕事をさせていただき、その舞台における

独特の存在感というものを体験させられて以来である。つま

り、氏が虚空にたたずまうこと自体がおかしいのであり、喜劇

なのであり、この舞台上の稀有のありようを引き継ぐものは、

柄本明氏以外あり得ないと考えたからである。

「虚空を喜劇する」という、やや舌足らずな言い方で、氏とはじ

めての共同作業としたいと考えている。
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